
科目分類 看護専門科目 応用看護 開講時期 3年 前期 

科目名 災害看護学 

選択/必修 選択 単位数（時間数） 2単位 30時間 授業形態 講義 

担当教員 山崎 加代子・河合 正成・池原弘展・徳永日呂伸・（非）内木美恵 

メールアドレス k-yamazaki@tsuruga-nu.ac.jp オフィスアワー 講義後随時 

 

授業目的 

災害が人々の健康と生活におよぼす影響について理解する。 

災害サイクルに応じた看護の役割を理解する。 

原子力災害による健康と生活への影響を理解する。 

災害時要配慮者への看護の役割を考えることができる。 

授業概要 

災害看護活動に必要な知識について講義・演習を通して学習する。 

災害医療システムおよび災害医療サイクルについて学び、生活者のニーズ

の変化にそった看護、支援体制やネットワークについて理解を深め、被ばく

を含めた災害看護の基本的な心構えや姿勢について考える。 

授業計画 

１回：災害の定義と分類とその特性、災害時の傷病の特徴 

２回：被災者の回復プロセス・こころのケア 、援護者のストレス  

３回：災害サイクルと各期の特徴的な健康問題と看護の役割①急性期 

４回：災害サイクルと各期の特徴的な健康問題と看護の役割②中長期 

５回：病院における災害看護、災害時の保健衛生管理、 

６回：災害時要配慮者へのケア（避難所・仮設住宅における看護含む）  

７回：   〃（グループワーク） 

８回：   〃 

９回：   〃 

10回：災害時要配慮者へのケア（課題発表） 

11回：国際支援システム、国際支援での看護活動  

12回：    〃 

13回・14回：緊急被ばく医療の特徴 

放射能・有毒物質などの汚染と除染、拡散防止の必要性 

15回：災害に備える：災害にかかわる法と体制、地域防災の特徴 

（原子力防災を含む）〔ゲストスピーカー〕 

1～5回[山崎] 6-10回[山崎・河合・池原] 11･12回[内木] 

13-14回[徳永] 



教材 

参考文献等 

（教科書）酒井明子、菊池志津子編集：看護学テキスト 災害看護 －看護

の専門知識を統合して実践につなげる－、南江堂 

（参考書）黒田裕子、酒井明子：災害看護～ナーシンググラフィカ メディ

カ出版 

黒田裕子、神崎初美：事例を通して学ぶ 避難所・仮設住宅の看護ケア 日

本看護協会出版会 2012 

成績評価 

基準・方法 
参加態度と小テスト（40％）、レポート（60％）から総合的に評価する。 

履修要件 なし 

留意事項 

その他 

本科目を修得していないと、救急看護学実習及び災害活動実習は履修でき

ません。 

実務経験のある

教員の教育方法 

看護師としての災害看護の経験を活かして、災害時のサイクルに応じた知

識と役割等について講義および演習を行う。 

 


